
































































































図 1.は調査時に撮影したもの、図 2－ 4は『愛知県史』(注 4)より掲載させていただいた。
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図 1 阿弥陀如来像 春日井・退休寺
久安 2年（1167）
図 2 右脇侍像 中区・七寺
仁安 2年（1167）頃
図 3 釈迦如来像 稲沢・安楽寺
12 世紀頃

































































































































































































共生文化研究所 研究員 南 宏 信
報告者（南宏信）が平成 28 年度に発表した研究会・大会は以下の通り。
❶日本印度学仏教学会 第 67 回学術大会 9月 4日（日）於 東京大学
「法然「選択証誠」成立考―『法事讃』「如来要選法」をめぐって―」
※発表は同題目で『印度学仏教学会』第 65 巻１号に掲載。
❷平成 28 年度 浄土宗総合学術大会 9月 16 日（金） 於 佛教大学
「法然「選択証誠」と「念仏多善根」」
※発表は同題目で『東山研究紀要』第 61 巻に掲載。
❸法然仏教学研究センター第 4回研究会 10 月 14 日（金） 於 佛教大学
「法然「選択証誠」成立考」
※本発表は上記❶❷を敷衍したものである。
❹〈第四屆佛教文獻與文學國際學術研討會〉 11 月 4 日（金）―7日（月）
於 浙江大學紫金港校區と徑山萬壽禪寺（中国）
「日本中世浄土教対一切経的接受―以良忠《往生要集鈔》為例」





































































































共生文化研究所 研究員 吉 水 英 喜








天文 11 年（1543）年（一説に天文 19 年）10 月 15 日に誕生し、生まれつきの賢



















































日」（1巻 1丁～5巻 15 丁）
『上人伝』「天文十一年十月十五日（中略）元和元年正月五日」（上巻 2丁～下巻
26 丁）
そのほか、『浄土伝燈総系譜』上と『館林善導寺誌』、『蓮門精舎旧詞』（『続浄』
19、550 頁）には、示寂の年次のみが記されている。
次いで後者の伝記類を挙げる。
『浄土鎮流祖伝』六「（天文二十年）（前略）元和九年正月五日」（『浄全』17、471
頁）
『続日本高僧伝』十一「（天文二十年）（前略）元和九年正月九日」（『仏全』64、
89 頁 B）
『浄土列祖伝』二「（天文二十年）（前略）元和九乙卯年」（『続浄』16 520 頁）
５．師資相承について
ひとつは和歌山万性寺において出家得度し、後に京都百万遍知恩寺第 31 世宝
蓮社岌興善心に師事し嗣法したとするものと、もうひとつは相模国玉縄二伝寺の
範誉義順上人に就き出家得度し、その後鎌倉光明寺の奉誉聖伝に従い嗣法したと
するものである。
まずは前者を挙げる。
『浄土鎮流祖伝』六「入若山万性寺出家（中略）謁百万遍之岌興和尚興師尚其激
志授業」（『浄全』17、471 頁）
『浄土列祖伝』二「幼至同邦若山万性寺鏟髪納戒。（中略）師岌興而修学。」（『続
浄』16、519 頁）
『続日本高僧伝』十一「妙年剃度和歌山万松寺。（中略）謁知恩寺岌興和尚。」（『仏
全』64、89 頁 a）
幡隨意上人略伝及び伝記類にみられる諸説について
－ 187 －
次いで後者を挙げる。
『浄土伝燈総系譜』上「投于範誉剃染、嗣法於奉誉」（『浄全』17、40 頁）
『行状』「投義順上人於州玉縄二伝寺（中略）籍鎌倉光明寺従其主奉誉上人受宗訣」
（『浄全』17 702 頁）
『行化伝』「（相模国玉縄二伝寺）範誉上人に投ず、上人即ち落髪授戒（中略）ま
た奉誉聖伝上人に随順し、宗要の玄微を究め、円頓戒さらに本山正統布薩の大戒
を受持」（1巻 3丁～4丁）
『上人伝』「（相模国）同国の玉縄なるの範誉上人（中略）剃染の後（中略）鎌倉
の光明寺（中略）同じ寺の奉誉上人の印可を得て、宗戒両脈および布薩大戒を伝
承」（上巻 5丁～8丁）
また、その他の記述も見られる。
『蓮門精舎旧詞』一の二伝寺の項「幡隨意上人剃髪授戒之道場也」（『続浄』18 6
頁）
『百万遍知恩寺誌要』上人の略歴「相模藤沢の人範誉上人（玉縄二伝寺住）に就
て得度し鎌倉に掛錫して奉誉上人に事へ」（『浄全』20 317 頁）
これらのほかにも、「京都百万遍知恩寺第三十三世就任の年次」や「幡隨院建立
の年次」等について諸説がある。
以上、宗内の資料より諸説を列記してみたが、上人自身による著述は一つもな
く、また伝記類の大半は上人滅後 100 年が経過した後の成立であるため、それら
の真偽を判別するまでには至らなかった。今後は宗外の資料も用い、更なる検証
を試みていきたい。
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